
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ 定 員／30人（申込多数時抽選）◆ 申込締切／平成28年 7月15日（金） 

◆ 受講料／カレッジ会員800円・一般1,000円 (受講料2回分）・教材費 1,944円 

◆ 申込み・問合せ／ いしかり市民カレッジ運営委員会（石狩市公民館内） 

TEL/FAX：0133-74-2249                      

メール：kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp   

  ※この講座は、学びのスタンプ対象講座、道民カレッジ連携講座です。 

講 座 案 内 
平成 28 年度 

今に残る小樽職人の心意気 

講座８ 

□第 1回 小樽職人の会の活動や技術継承、心意気について講義 

開講日時 8 月 5 日（金） 10：30～12：00 

会 場  花川北コミユニティセンター（石狩市花川北３条２丁目） 

講 師  佐々木 徹 氏（小樽職人の会組頭－代表） 

□第 2回 体験学習－小樽で学ぶ・小樽で作る 

開講日時 8 月 25日（木）  9：00～15：40 

講 師  小樽職人の会メンバー 

会 場  小樽港マリーナ（小樽市築港５－７） 

集合場所 石狩市公民館 受付 8：30～8：55  出発 9：00 

※ 裏面のプラグラムより２つの候補を選んで申し込みをしてください。 

いしかり市民カレッジ 検索 

日本の近代化を支えた輸出産業は綿花で
あり、その肥料として北海道のニシンか
すが利用されていました。北海道からニ
シンかすを、本州から開拓物資を運搬し
たのが北前船です。交易の中心だった小
樽には、北前船を支える船大工や錨鍛冶、
浮き球、大漁旗等古くからその技術〈職
人〉を大切にし、物づくりの精神を伝え
ていこうという気風が育まれてきまし
た。講座では、初めに、小樽に今でも多
くの職人が残り、その技術が継承されて
いることを学んだ後、バスで職人の工房
や工場を訪れ、物づくりを体験します。 

 

 



 



 

 

 

 

いしかり市民カレッジ 検索 


